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製品を安全に正しくお使いいただくために

―― ご使用の前に必ずお読みください ――

本製品を安全に正しくお使いいただき、あなた様や他の人々への危害や財産への損害
を未然に防止するために、次の事項を必ずお読みください。お読みになったあとは、
いつでも見られる場所に保管してください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵 表 示 の 例

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

● 電話機コードを商用電源には接続しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

● 開口部から内部に金属類を差し込んだり、落とし込んだりしない
でください。火災・感電・故障の原因となります。

● 本機を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因と
なります。

● 本機の上や近くに花瓶、コップ、化粧品、薬品、植木鉢など、水
類の入った容器または小さな金属物を置かないでください。こぼ
れたり、中に入った場合、火災・感電・故障の原因となります。

● 内容の点検・修理はお買い上げ店に依頼してください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示しています。

この記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
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取扱いのご注意

○受話器用カールコードや、モジュラープラグで差し込まれているラインコードを強く引っ張ら
ないでください。故障の原因になることがあります。
○磁気を発生するものの近くに設置しないでください。誤動作の原因になることがあります。
○電話機を清掃するときは、揮発性のあるシンナーやアルコールおよび、シリコン系のクリーナ
などの使用は絶対にさけてください。水を含んだ布をかたくしぼって拭いた後、柔らかい布で
からぶきしてください。変色・変形の原因になることがあります。
○放送局のアンテナ近く（2km以内）や、CB無線、漁業無線の交信が多い場所（国道沿い、港
の近く）で雑音が発生する場所は、販売店にご相談ください。
○雷の多い地域において、雷対策を実施する場合には、販売店にご相談ください。
○ISDN停電用多機能電話機を使用時は、ラインコード（回線コード）を外さないでください。
ISDN回線が使用できなくなることがあります。故障の場合は、ラインコードを外さず販売店
にご相談ください。

● 調理台や加湿器のそばなど湯煙や湯気があたるような場所および、
ちりほこりの多い場所には置かないでください。火災・感電・故
障の原因となることがあります。

● ぐらついた台の上や、傾いた所など不安定な場所に置かないでく
ださい。落ちたり、倒れたり、けがの原因となることがあります。

● 直射日光のあたることろや湿度の高いところに置かないでくださ
い。内部の温度が上がり、火災・故障の原因となることがありま
す。

● 水滴がついたら乾いた布で拭き取ってください。内部に入ると火
災・故障の原因となることがあります。

● 壁掛け用に取り付ける場合は、重みにより本機が落下しないよう、
専用の取付器具を使用し、指定の方法で取り付けてください。落
下すると、けがの原因になることがあります。

■免責事項について

● 地震および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意また
は過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任
を負いません。

● 本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（記憶内容の変化・消失、事業利益
の損失、事業の中断、通信機会の喪失など）に関して、当社は一切責任を負いません。

● 使用説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負い
ません。

● 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損
害に関して、当社は一切責任を負いません。
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（注）ご使用にあたっては「使用説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
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ディスプレイ 

フレキシブル　キー・ランプ 

メニュー／決定　キー 

ボリューム　キー 

短縮　キー 

内線　キー・ランプ 

マイク　キー・ランプ 

リダイヤル　キー 

「ダイヤル」キー 

代理応答　キー 

発信　キー・ランプ 

応答　キー・ランプ 

スピーカ　キー・ランプ 

保留　キー 

電話をかけるとき

1 受話器をあげます。

2

● 相手の内線番号をダイヤルします。

3

※外線へかけるときは、操作2で キーの
かわりに キーまたは“0”ダイヤルで
も可能です。

① 外線へかけるときは操作1を省略し操作2を
行います。

② 内線へかけるときは、操作1で キーを押
し、次に操作2を行います。

③ 相手の応答する声が、スピーカから聞こえた
ら受話器をあげ、お話ができます。

① 受話器を置いた状態から、相手番号をダイヤ
ルします。

② 外線へかけるときは、相手番号をディスプレ

イで確認し、 キーを押すか、ランプが

消えている キーを押します。

内線へかけるときは、内線番号をディスプレ

イで確認し、 キーを押します。
③ 相手の応答する声がスピーカから聞こえたら
受話器をあげてお話します。

内線

外線

発信

内線

発信
外線

内線へかけるとき

外線へかけるとき

1
2

34
5

67
8

9
0

相手が応答すると、お話が
できます。

● ランプの消えている キーを押して
から相手の電話番号をダイヤルします。

外線

受話器をあげずにかける

電話番号を確認して発信する

■記号の説明

受話器をあげる 受話器を戻す

ダイヤルする お話しをする

口頭で呼びかける 各機能キー

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

《　　　》
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簡単な操作で電話をかけるとき
オートダイヤル

1

2

※受話器を上げた後1の操作を行っても発信で
きます。

オートダイヤル 

相手の応答する声がスピー
カから聞こえたら受話器を
あげてお話しができます。

① キーを押す。

② キーで“5（フレキシブルキー設定）”

を選び キーを押す。

③ キーで“4（オートダイヤル割付）”を

選び、 キーを押す。

④ 登録する キーを押す。

⑤ 登録する電話番号をダイヤルする。

⑥ キーを押す。

⑦ キーで［番号種別］を選び、

キーを押す。

⑧ キーを押す。

※番号種別
1（外線） ：相手先が外線の場合は“1”を押

す。
2（特番展開）：相手先が内線の場合は“2”を押

す。
3（PBX） ：相手先が接続されているPBX内

線の場合は“3”を押す。

スピーカ

メニュー／決定

▽△

メニュー／決定

フレキシブル

メニュー／決定

▽△

メニュー／決定

▽△

メニュー／決定

登録操作

キーを

押します。

オートダイヤル

発信記録／着信記録

1

2

3

4

※着信記録は、応答／未応答にかかわらず全
て着信について記録されます。

発信記録を選択するとき、
キーを、着信記録を選

択するときは キーを押
します。

キーでかけたい相手

の番号を表示します。

▽△

キーを押すか、外線

ランプの消えている

キーを押します。

外線

発信

または
外線 

相手の応答する声がスピー
カから聞こえたら受話器を
あげてお話ができます。
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簡単な操作で電話をかけるとき
短縮ダイヤル

1 キーを押します。

2 短縮番号（3桁）をダイヤルします。

※システム短縮番号は最大500件登録できま
す。

3

※受話器をあげた後1と2の操作を行っても発
信できます。

短縮 1

2

※もし同じ頭文字で2つ以上の短縮Noがある
場合は、 キーでスクロールします。

3

4

▽△

短縮ネーム検索によるかけかた（注）

相手の応答する声がスピー
カから聞こえたら受話器を
あげてお話しができます。

キーを押します。▽

検索する名称の頭文字を入
力し キーを

押す

メニュー/決定

キーまたは キー

を押します。

外線発信

または
外線 

相手の応答する声がスピー
カから聞こえたら受話器を
あげてお話ができます。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

注：主装置のバージョンによっては操作が異な
る場合があります。詳しくは販売店にご相
談ください。
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電話を受けるとき
外線からの電話

着信音が鳴り キーの外線

ランプが赤く点滅します。

外線外線 

1 受話器をあげます。

2

※1と2の操作を逆に行っても、電話を受ける
ことができます。

※外線からのDIL着信は、内線からの電話と同
じ操作で電話を受けます。この場合、着信
した電話機の表示画面にDILの表示をしま
す。

1
2

34
5

67
8

9
0

キーまたは赤く点滅

している キーを押し、

相手とお話しができます。
（ ランプ→緑点灯）外線

外線

応答

外線 

または

内線からの電話

自分の電話機が鳴っているとき

1
1

2
34

5
67

8
9

0

受話器をあげると、相手
とお話しができます。

近くの電話機が鳴っているとき

1 受話器をあげます。

2

※1と2の操作を逆に行っても、電話を受ける
ことができます。

1
2

34
5

67
8

9
0

代理応答 キーを押し、相手

とお話しができます。

代理応答
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電話を保留したり、転送するとき
ダイヤルで転送する保留したり、口頭で転送するとき

電話を転送しますので
少しお待ちください。少しお待ちください。

1 キーを押します。

2 転送先の内線番号をダイヤルします。

3

内線内 線 

転送先が応答したら、電話を転送する
旨を伝え、受話器を置けば転送完了で
す。

○○さんから
お電話です。

1

◆保留の相手には、保留音（メロディ）が流
れます。

2 転送先に口頭で呼びかけます。

3

通話中の相手に保留するこ
とを伝え、 キーを押し

ます。

保留

吉田さん
電話ですよ。

呼びかけられた人は、点滅している

キーを押し、受話器を上げます。外線

1
2

34
5

67
8

9
0
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サービスメニューのキー操作について
システム短縮ダイヤル、発信記録、着信記録等の各種登録・情報参照をメニュー選択から
操作することができます。
サービスメニューは、下記キーを使用して操作できます。

メニューの表示

項目の選択とデー

タ検索

短縮ネーム検索

設定・登録・変更

の決定

発信記録／着信記

録表示

文字入力時のカー

ソル移動

PB切替

戻る／削除

入力切替

サービスメニューを表示させます。

・メニュー内の項目の選択とデータの

検索に使用します。

・最初のキー操作で を押します。

設定・登録・変更の内容を決定します。

・最初のキー操作で、

を押すと発信記録を表示、

を押すと着信記録を表示します。

・文字入力時のカーソルの移動に使用
します。

・発信記録または着信記録を表示して
いるとき16桁を越えた部分を表示
したいときに使用します。

・ はメニュー選択時に1つ上のメニ

ューに戻るときにも使えます。

サービスメニューでダイヤル入力時に
PB信号切替の入力キーとして使用しま
す。

サービスメニューを操作中、1つ前の
メニューに戻す。または、入力した文
字を1文字削除するときに使用します。

文字入力する場合、「カナ」「英字」「数

字」の切替に使用します。

操　作 操作キー 備　考

リダイヤル 

短縮 

上記キーの他、メニュー項番に対応する10キーによる項目選択が可能です。
注：主装置のバージョンによっては操作が異なる場合があります。詳しくは販売店にご相談く
ださい。

代理応答 

キーのはたらき

（注）



9

文字入力方法（漢字／カタカナ／英字／数字）
相手名称登録等における文字入力方法を以下に示します。

文字入力キー一覧

キー操作 入力モード 数字入力モード キーを押す回数（1回～最大17回） 

あ い う え お ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ 

ア イ ウ エ オ ァ ィ ゥ ェ ォ 

 

か き く け こ 

カ キ ク ケ コ 

Ａ Ｂ Ｃ ａ ｂ ｃ 

さ し す せ そ 

サ シ ス セ ソ 

Ｄ Ｅ Ｆ ｄ ｅ ｆ 

た ち つ て と っ 

タ チ ツ テ ト ッ 

Ｇ Ｈ Ｉ ｇ ｈ ｉ 

な に ぬ ね の 

ナ ニ ヌ ネ ノ 

Ｊ Ｋ Ｌ ｊ ｋ ｌ 

は ひ ふ へ ほ 

ハ ヒ フ ヘ ホ 

Ｍ Ｎ Ｏ ｍ ｎ ｏ 

ま み む め も 

マ ミ ム メ モ 

Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ ｐ ｑ ｒ ｓ 

や ゆ よ ゃ ゅ ょ 

ヤ ユ ヨ ャ ュ ョ 

Ｔ Ｕ Ｖ ｔ ｕ ｖ 

ら り る れ ろ 

ラ リ ル レ ロ 

Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ｗ ｘ ｙ ｚ 

わ を ん ゙  ゚ ー　！  ？ 

ワ ヲ ン ゙  ゚ ー　！  ？   

ー　 ． ： ＆ ＠ ，＿ ； ’ ^  ￥ /［ ］   ＊ ＃ 

 ゙゚  

 ゙゚  

漢　字 

カ　ナ 

 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

英　字 

漢　字 

カ　ナ 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0注1：キー操作　　　の漢字、カナ、英字にある  　 は、スペース（空白）が入力されます。 

（注1）
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漢字登録のときの操作手順

1 文字入力モード切替
文字入力時に を押すごとに下図のように切り替わります。

2 文字を入力する（最大文字数は全角8文字です。）
各ダイヤルキーには、それぞれ複数の文字が割り当てられており、キーを押した回数により表
示文字が切り替わります。
希望した文字が表示されたら、次の文字を入力するか キーを押すとその文字は採用されます。

3 濁点、半濁点の扱い
① 1つ前の入力文字に結合される濁点、半濁点の場合、入力キーは を使います。
例：ば、ぱ
ば： 1回 → 1回

ぱ： 1回 → 2回

② 独立した1文字分の濁点、半濁点の場合、入力キーは、 を使います。
例：う゛
う゛： 3回 → 4回

4 漢字の文節変換・確定方法
① かなを入力する

② ▽キーを押す
自動的に文節で区切られ、第1文節の変換候補が反転表示となります。

③ 続けて▽キーを押すと反転部分の次候補が表示さる

④ 変換が正しい場合は［メニュー／決定］キーを押す
確定した漢字は、2段目または3段目に移ります。

01

0

6

6

漢字モード 

名称（漢字） （漢） 

名称（漢字） （9） 名称（漢字） （ 9） 

名称（漢字） （ｶﾅ） 名称（漢字） （Ａ） 

名称（漢字） （ A） 

半角カナモード 全角英字（大文字優先）モード 

半角英字（大文字優先）モード 半角数字モード 全角数字モード 

名称（漢字）  （漢）

いとういちろう 

名称（漢字）  （漢）

伊藤いちろう 

名称（漢字）  （漢）

伊東いちろう 

名称（漢字）  （漢）
伊東 

いちろう 

は ば ぱ 
１
回 

１
回 

１
回 

注：主装置のバージョンにより、漢字登録
操作が異なる場合があります。詳しく
は販売店にご相談ください。
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⑤ 引き続き、第2文節の変換となるので、▽キーを押し変換候補を
選択する

⑥ 正しい変換ができない場合は、 キーを押し文節を変えて、
変換候補を選択する

5 登録した漢字の修正／挿入／削除方法
この操作は、表示画面4段目に文字が入力されていない時にできます。
① キーを押し修正／挿入／削除位置にカーソルを移動する
例：伊東一郎

↑
藤に修正

② を押すとカーソルの部分が削除される

③ 漢字を挿入する
漢字の文節変換、確定方法により漢字を入力します。

6 漢字登録時の入力かな文字の名称（カナ）への反映
名称（漢字）の入力時、名称（カナ）が未入力だった場合、漢字変換時に入力した全角かな文字を
全て半角カナにした文字列を名称（カナ）に自動的に反映します。正式な読み仮名と違うときは、
カナを修正します。
例　入力かな：すずきいちろう→名称（カナ）：スス゛キイチロウ
名称（漢字）：鈴木一郎
ただし、名称（カナ）にすでに何らかの入力がある場合は反映しません。

名称（漢字）  （漢）
伊東 

一郎 

名称（漢字）  （漢）

井とういちろう 

名称（漢字）  （漢）
伊東一郎 

名称（漢字）  （漢）
伊東一郎 

名称（漢字）  （漢）
伊一郎 

名称（漢字）  （漢）
伊藤一郎 

でカーソル 
を移動 

1 文字入力モードを選び
◆文字入力時に を押すごとに下図のように切り替わります。

2 文字を入力する（最大入力文字数は10文字です）
◆各ダイヤルキーには、それぞれ複数の文字が割り当てられており、キーを押した回数により
表示文字が切り替わります。

◆希望した文字が表示されたら、次の文字を入力するか キーを押すと、その文字が採用され
ます。

カナ登録のときの操作手順

名称(ｶﾅ) 　　(ｶﾅ) 
 
 
 

名称(ｶﾅ)　  　(  A) 
 
 
 

名称(ｶﾅ)  　　(  9) 
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＜文字入力例（スズキイチロウの場合）＞

1 を3回押す

2 を押しカーソルを移動する

3 を3回押し、 を4回押す

または を1回押す

4 を2回押す

5 を2回押す

6 を2回押す

7 を5回押す

8 を3回押す

9 を押す

1

9

4

1

2

03

3

1 文字入力画面で でカーソルを「タ」

に移動する

2 を押す

◆「タ」が削除されます。

3 を2回押す

4 を押す

4

ｽｽﾞｷｲﾀﾛｳ

ｽｽﾞｷｲﾛｳ

ｽｽﾞｷｲﾁﾛｳ

ｽ

ｽ

ｽｽﾞ

ｽｽﾞｷ

ｽｽﾞｷｲ

ｽｽﾞｷｲﾁ

ｽｽﾞｷｲﾁﾛ

ｽｽﾞｷｲﾁﾛｳ

＜文字入力の修正例（スズキイタロウ→スズキイチロウの場合）＞
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メニュー項目について
メインメニューおよびサブメニューのメニュー項目を以下に示します。

メインメニュー サブメニュー 

1：番号検索 
 
 
 
 
2：履歴表示 
 
 
3：番号登録 
 
 
 
4：時刻設定 
 
 
5：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｷｰ設定 
 
 
 
 
 
 
6：応答MSG管理 
 
 
 
 
 
 
7：転送設定 
 
 
 
 
 
8：その他設定 

1：短縮ﾈｰﾑ検索　　 
2：短縮No検索     
3：内線ﾈｰﾑ検索      
4：着信拒否検索     
 
1：発信記録          
2：着信記録           
 
1：短縮登録           
2：内線ﾈｰﾑ登録  
3：着信拒否登録 
 
1：時刻ｱﾗｰﾑ設定    
2：日時変更           
 
1：ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付 
2：ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ割付 
3：DSS割付 
4：ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ割付 
5：短縮No割付 
6：割付ｸﾘｱ 
 
1：外線転送元MSG 
2：外線転送先MSG 
3：着信ｳｪｲﾄMSG 
4：留守応答MSG 
5：DIDｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 
6：選択転送MSG 
 
1：不在転送 
2：不在転送一括 
3：不在設定 
4：転送電話 
5：MSG録音通知 
 
1：内線設定 
2：ｼｽﾃﾑ設定 
3：料金管理 

1：内線名称(管理)      
2：自内線名称 

1：ﾈｰﾑ変更     
2：ﾈｰﾑ削除 
 
1：短縮ｺﾋﾟｰ      
2：記録削除 
3：全記録削除 

1：短縮ｺﾋﾟｰ      
2：記録削除 
3：全記録削除 
4：着信拒否ｺﾋﾟ  ー
 

1：内容変更     
2：発信種別変更 
3：登録削除 

1：鳴動音種 
2：着信自動録音 
3：MBXﾊ゚ ｽﾜー ﾄ゙  

1：ACR停止 
2：保留音曲名 

1：料金確認 
2：料金出力 
3：予算登録 
4：内線料金出力 

注1：　　　は、サブメニューから短縮No、ネーム等検索後の操作を示します。 
注2：主装置のバージョンにより、サブメニューの内容に若干違いがあります。 
　　　詳しくは販売店にご相談ください。 
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操作例1．システム短縮番号検索による外線発信の場合

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 
 1：番号検索　　　　　　 
 2：履歴表示 
 3：番号登録 

番号検索 
 1：短縮ﾈｰﾑ検索 
 2：短縮No検索 
 3：内線ﾈｰﾑ検索 

メニュー 
決定 

メニュー 
決定 

メニュー 
決定 

発　信 

外　線 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。表示され 
ていない項目（4～）が 
ある場合は、　　キーで 
表示されます。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　　　キーで番号を選 
択できます。数字をダイ 
ヤルすることも可能です。 
そのあと　　　　キーで 
順番に検索することもで 
きます。 

または 

“123”をダイヤルする。 

相手が応答すると、 
通話できます。 

短縮No　  No: ｰｰｰ 
 

短縮No　　No: 123 
　　　0123456789 
鈴木一郎 

鈴木一郎 
　　　0123456789 
 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0
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操作例2．システム短縮番号を登録する場合

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ 
 1：番号検索 
 2：履歴表示 
 3：番号登録 

番号登録 
 1：短縮登録 
 2：内線ﾈｰﾑ登録 
 3：着信拒否登録 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。表示され 
ていない項目（4～）が 
ある場合は、　　キーで 
表示されます。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

　　キーでカーソル位置 
が移動します。数字をダ 
イヤルすることも可能で 
す。 

登録する電話番号（012 
3456789＊1234）を 
ダイヤルする 

文字（すずきいちろう） 
を入力する 

短縮番号（000）をダイ 
ヤルする 
＜登録範囲000～999： 
　最大500件＞ 

短縮登録 
 1：相手番号 
 2：相手名称(漢) 
 3：短縮番号 

短縮登録 
 1：相手番号 
 2：相手名称(漢) 
 3：短縮番号 

相手番号 
 
 

相手番号 
 
     　　　　    012 
34567890123＊1234

短縮登録 
 1：相手番号 
 2：相手名称(漢) 
 3：短縮番号 

名称(漢字)　 (漢) 
 
 
 

名称(漢字)　 (漢) 
 
 
すずきいちろう 

漢字の文節変換確定方法 
により漢字を登録する。 

名称(漢字)　 (漢) 
鈴木一郎 
 
 

［スピーカ］ 
  キーを押す 

短縮番号 
　　　　　No：ー ｰｰ 
 

短縮番号 
　　　　　No：000 
　　　　　未登録 
 

または 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

（注）

注：主装置のバージョンにより、メニューに相手名称（漢）が表示されない場合
があります。そのときは、相手名称（カナ）となります。
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その他の操作
項　　目 操　　作　　手　　順 

外
　
線
　
発
　
信 

内
　
線
　
発
　
信 

共
　
　
　
通 

最後にかけた相手に再
度かける 
（リダイヤル） 

すべての内線電話
を一斉に呼び出す 
（一斉呼出し） 

音声で呼出す 
（内線音声呼出し） 

会議通話をする 
（会議通話）＊ 

構内放送を 
する 
（オプション） 

通話に3人目を 
加える 
（秘話解除）＊ 

ダイヤルメモリでかけ
る＊ 

かけ直しを繰返す 
（オートリピート）＊ 

呼出し 

呼出し 

解除者 

参加者 

応　答 

応　答 

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

リダイヤル 

オートリピート 
相手話中 

相手が 
応答 
したら 

受話器で 
呼びかける 

呼出内 
線と通 
話 

1
2

34
5

67
8

9
0

外線 ダイヤルメモリ 
または 

◆ 

◆ 

《相手先内線番号》 

《グループ呼出特番》 

1
2

34
5

67
8

9
0

◆ 

《放送呼出特番》 
《一斉放送》 

《一斉放送》 

　 を押すたびに音声と
トーンが切り替わる 

0

0

0

〈初期設定〉 

《グループ応答特番》 0 0

〈初期設定〉 

〈初期設定〉 

1
2

34
5

67
8

9
0

1
2

34
5

67
8

9
0

◆ 

《放送応答特番》 

《内線番号》 （応答） 三者通話 

〈初期設定〉 

9 または 

0

三者通話 

9

通話中 

外線通話中 口頭で呼びかける 

※参加者が外線の場合は、　　   を押し《外線番号》ダイヤル 

内 線 秘解／会議 

秘解／会議 

外線 

外線 

＊印のついている項目は、あらかじめフレキシブルキー 

　への設定登録が必要です。 内 線 

●オフフック外線自動捕捉機能をご利用されている場合、

　上記操作中の◆部分で　　　を押してください。 

1

または 1

呼出内線 
と通話 1

2
34

5
67

8
9

0

◆ 
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共
　
　
　
　
　
　
　
　
通 

ド
ア
ホ
ン 

通話中に 
　割り込む 
（割込通話）＊ 

一般着信を 
1台の電話機で受ける 
（集中着信）＊ 

昼／夜モード切替 
（夜間切替）＊ 

不在メッセージを送る 
（不在設定）＊ 

ドアホンの呼出しに 
応答する 
（ドアホン着信応答）＊ 

ドアホン呼出し＊ 

ドアホンモニタ＊ 

プッシュホン信号を送る 
（PBエンド・ツー・エンド通信） 

内　線 

外　線 

項　　目 操　　作　　手　　順 

1
2

34
5

67
8

9
0

◆ 

1
2

34
5

67
8

9
0

《相手内線番号》 

三者通話 

三者通話 

【設定】 【解除】 

（相手話中） 

割込 

割込 

集中着信 

外線 

集中着信 

【設定】 

【メッセージを選ぶ】 

「転送設定」 

《ダイヤル》 （PB信号送出） 

（ドアホン着信中） 

（モニタ終了後） 

【解除】 

夜間切替 

「不在設定」 「不在理由」 

夜間切替 

【設定】 

通話中 

【解除】 

不在設定 

PB信号 

不在設定 

※不在理由（1：［不在］  2：［外出］  3：［会議］） 

※モニタはオンフック中の　　　 押下 

1
2

34
5

67
8

9
0

ドアホン 

1
2

34
5

67
8

9
0

ドアホン ドアホン 

ドアホン 

＊印のついている項目は、あらかじめフレキシブルキー 

　への設定登録が必要です。 内 線 

●オフフック外線自動捕捉機能をご利用されている場合、

　上記操作中の◆部分で　　　を押してください。 

＊ 

その他の操作（続き）
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音声メールの操作
項　　目 操　　作　　手　　順 

本
　
　
体
　
　
連
　
　
動
　
　
機
　
　
能 

録音・再生機能の自動 
割付け 
（メールボックス利用時） 

通話録音 

伝言録音 

着信自動録音の登録 
と解除 

不在代行の登録 

不在代行の設定 
（解除中からの設定） 

不在代行の解除 

メッセージ通知先の登録 

（通話中） 
通話録音 

通話録音 

不在転送 

通話録音 

○登録：〈通話録音〉キーランプは赤で点灯 
○解除：〈通話録音〉キーランプは消灯 

●《不在転送》キーランプは消灯します。 

録音終了 
《メールボックス番号》 

（録音状態） 

（転送設定） 

（転送設定） （MBX番号） （MSG録音通知） 

（メールボックス） 

（不在転送） 
（種別選択） 

内線番号 

内線番号 
《メールボックス番号》 

内線番号 

電話番号 

《メールボックス番号》 

《MBX 
  番号》 

《通知 
  時間》 

1
2

34
5

67
8

9
0

または 

または 

1
2

34
5

67
8

9
0

：録音終了 

：録音取消し 

：内線転送 

：外線転送 

：専用線転送 

：発番号別転送 

：選択転送先 

：開始 

：終了 

1

2

1

2

不在転送 

メールボックス 通話録音 録音終了 共通メールボックス 

初期立ち上げ時 
のフレキシブル 
キーへの機能 
割付け 

《システム短縮番号》 

（通知時間帯） （通知間隔） 
《間隔 
  時間》 

（開始／終了） 

（通知先番号） 

《相手番号》 

3

●《不在転送》キーランプは赤で点灯します。 

（番号種別） 
①外線 
②特番展開 
③PBX

メールボックス 

4

5

再生 
前
再
生 

次再生 



19
R-140528
（O/R）

本
体
連
動
機
能
（
つ
づ
き
） 

メ
　
ー
　
ル
　
サ
　
ー
　
ビ
　
ス 

パスワードの設定 
（一般電話機からの設定） 

録音転送 

外出先からの通話を 
音声メールへ転送 

音声メールへの 
アクセス操作 

応答メッセージ変更 

再生中のメッセージの
保存と消去 

メッセージ転送 

メッセージ検索後にで
きる操作 

外線からメールアクセ
ス中伝言録音 

外線からアクセス中 
内線呼出し 

音声メールサービスの 
終了 

項　　目 操　　作　　手　　順 

メールボックス 

メールボックス 

メールボックス 

5

《パスワード》 

《パスワード入力》 

（パスワードなし） 

《メール特番》 

0 ～ 9

9

9

数字4桁 
　新パスワード：_ _ _ _ 
　確認　　　　：_ _ _ _

（通話中） （録音状態） 

（音声メールへ転送） 

（メッセージ再生） 

（メールボックス番号） 

または 

または 

または 

または 

（メール 
　アクセス中） 

（メール 
　アクセス中） 

（メール 
　アクセス中） 

 

内 線 

（通話中） 
内 線 

内 線 

内 線 

短縮 

短縮 

または 

または 

1

1

1

7

7

7

1
2

34
5

67
8

9
0

（メール 
　アクセス中） 

（メール 
　アクセス中） 

（ディスレイに表示） 

（録音状態） 

4
0 ：不在代行用 
：着信代行用1 
：着信代行用2

1

2

：メッセージ転送 

：検索メッセージの再生後消去／終了状態へ 

：検索メッセージの再生／再生中状態へ 

：検索メッセージの保存／再生終了状態へ 

1

1 2

：再生 
：録音 
：消去 

6

3

：消去 

：保存 

3

3

3

9

2

1（メールアクセス中） 

（メールアクセス中） 

（録音終了） 

3

《メールボッ 
  クス番号》 
0 ～ 9

9

（メール 
　アクセス中） 

（内線を呼び 
　出します。） 

《内線番号ダイヤル》 
0 ～ 9

（その他設定） （内線設定） （MBXﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ） 

音声メールの操作（続き）


